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１．はじめに  

 平成30年3月18日に供用した新名神高速道路 川西IC～神戸JCT間（以下，新名神という）の西方に位置する新名

神武庫川橋のA1及びA2橋台付近は，急峻な地形を呈しているため，両橋台付近の谷側となる部分を片桟道形式とし

ている．この片桟道は，土工部の横断面の一部分にRC構造で構築されているため，横断方向の剛性の違いにより舗

装において供用後早期に損傷が発生することが懸念される．そこで，片桟道形式区間の舗装では，損傷抑制を目的

に他区間と異なる舗装構造を検討・試行した．本文は，当該の試行において採用した舗装構成の目的，舗装材料の

特性等について報告するものである．  

２．現地状況及び課題  

A1 橋台側における片桟道形式区間の平面及び断面図を図-1に示す．図に示すように当該区間は，横断面の一部

分に片桟道（RC 構造）と橋梁踏掛版（RC 構造）が配置され，これらの間隙部が土工部で構成されている．また，

各所で構造と舗装厚が異なっているため，横断方向の剛性に比較的大きな差が生じ，舗装において供用後早期に

異種構造の境界部等に段差やひび割れ等の損傷が発生することが懸念される． 

３．損傷抑制を目指した舗装構造の検討・試行 

(1)土工部におけるフルデプスアスファルト舗装の採用 

新名神の土工部の舗装は，コンポジット舗装を基本としているが，一部の区間ではアスファルト舗装を採用し

ており，この上・下層路盤には，アスファルト安定処理路盤（以下，ABa という）とセメント安定処理路盤を標

準として用いている．しかし，片桟道形式区間の土工部は，構造的に隣接部と比べ剛性が低く，また雨水の浸透

等の影響を受け易いことから，舗装の構造強化と耐水性の向上を図るため，上・下層路盤に ABa を適用したフル

デプスアスファルト舗装を採用した． 

(2)基層における高性能グースアスファルト混合物の採用 

基層には，高性能グースアスファルト混合物 1）（以下，BLGA という）を採用した．BLGA は，バインダに専用

の改質アスファルト用いた混合物であり，特徴として従来のグースアスファルト混合物（以下，GA という）と比 

  

図-1 片桟道形式区間の平面及び断面図（A1 橋台側） 
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べ同等の曲げ性状，高い塑性変形抵抗性を有する．この性能を鑑

み，BLGA を基層に適用することで，異種構造の境界部における

ひび割れ発生の抑制並びに重交通量（予測大型車交通量：約 7,000

台/日・一方向）に対する耐流動性の確保を図ることとした． 

(3)試行に用いた混合物等の特性と効果 

今回試行した ABa 及び BLGA の配合，混合物性状を表-1 に示

す．ABa は，新名神用に配合設計基準を設けており，空隙率が基

層用混物と同程度の 4.5％，水浸ホイールトラッキング試験による

平均はく離率が 0%と高い耐水性を有している． 

また，バインダにポリマー改質アスファルトⅡ型を使用し，ア

スファルト量が 5.1％と一般的な ABa（4％台前半程度）に比べて

多いため，疲労抵抗性についても向上することが期待できる． 

BLGA の混合物性状は，曲げ破断ひずみが 10.0×10-3と GA と比

べ遜色がなく，動的安定度が 858 回/mm と GA の 300 回/mm 程度

に対して大きく上回る値が得られている．なお，動的安定度は，

ポリマー改質アスファルトⅡ型を用いたSMA（3,000回/mm以上）

に比べれば低い値であるが，既往の実験 1）において，BLGA は当

該の SMA よりわだち掘れ量が小さくなる傾向が確認されている． 

また，表-2に片桟道形式区間における各部位の舗装構成を示す

が，基層の厚さを片桟道部（4cm）とそれ以外の部位（6cm）で変

化させている．これは，流し込み可能な BLGA により，片桟道端

部と舗装の密着性を高め，境界部のせん断抵抗性を高める狙いか

らである．これらのことから，BLGA はひび割れ発生を抑制する

と共に，わだち掘れ進行量が比較的小さくなることが期待できる．  

表-3に片桟道形式区間の土工部において実施した FWD

測定結果を示す．同表には，土工部のコンポジット舗装（総

厚：56cm，CRC 版厚：28cm）の測定結果も比較として併

記した．表-3から，片桟道形式区間の土工部の D0 たわみ

量は，コンポジット舗装区間のそれに比べ大きくなってい

るが，その差は小さい．また，載荷重 49kN 時では 0.1mm

未満と良好な結果であった． 

以上のことから，前項に示した方策により，片桟道形式

区間における舗装の構造強化と耐水性の向上が図られ，当

該舗装の損傷抑制に繋がると考えている． 

４．おわりに 

BLGA は，限られた時間で防水性を確保できるように，

コンクリート床版で対応可能なグースアスファルト舗 

装混合物として開発されたものである．今回の試行では，混合物の性状と性能に着目し，ひび割れ等の損傷抑制

対策として本混合物を用いたことから，現地における供用性状を確認する等目的とした効果が得られているか注

視していきたいと考えている． 
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表-1 配合及び混合物性状一覧 
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表-2 片桟道形式区間における舗装構成 

構 成 混合物等 片桟道部 踏掛版部 土工部

表 層 PA 4cm 4cm 4cm

基 層 BLGA 4cm 6cm 6cm

路 盤 ABa - 15cm 46cm

総 厚 8cm 25cm 56cm

※PA：ﾎﾟｰﾗｽｱｽﾌｧﾙﾄ舗装混合物

表-3 FWD 測定結果（土工部） 

 

載荷重 49ｋN 載荷重 98ｋN

片桟道形式区間 6 0.093 mm 0.172 mm

ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ舗装区間 18 - 0.115 mm

※測定時の気温：22～25℃　（たわみ量算定：温度補正無し）

D0たわみ量（平均値）※FWD測定

点数
種  別
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